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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第59期

第２四半期
連結累計期間

第60期
第２四半期
連結累計期間

第59期

会計期間
自平成24年４月１日
至平成24年９月30日

自平成25年４月１日
至平成25年９月30日

自平成24年４月１日
至平成25年３月31日

売上高（千円） 1,132,770 1,119,598 2,478,719

経常損失（千円） 493,420 289,117 929,962

四半期（当期）純損失（千円） 497,108 462,142 1,368,722

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
△506,839 △447,902 △1,297,415

純資産額（千円） 4,073,024 2,834,298 3,282,317

総資産額（千円） 5,867,747 4,188,055 4,663,217

１株当たり四半期（当期）純損失金

額（円）
119.45 111.07 328.90

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 69.4 67.7 70.4

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△436,501 △122,809 △1,211,215

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△23,825 317,832 944,702

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△92,430 △42,123 △218,547

現金及び現金同等物の四半期末（期

末）残高（千円）
135,110 373,778 205,302

　

回次
第59期

第２四半期
連結会計期間

第60期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自平成24年７月１日
至平成24年９月30日

自平成25年７月１日
至平成25年９月30日

１株当たり四半期純損失金額（円） 53.73 78.05

　（注）１．売上高には、消費税等（消費税及び地方消費税をいう。以下同じ）は含まれておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式

が存在しないため記載しておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、１株当たり当期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）業績の状況

　当第２四半期連結累計期間における世界経済は、米国では住宅市場や雇用の改善が進むなど緩やかな景気の回復

傾向が見られましたが、企業における設備投資に対する姿勢は依然として慎重であり、また、欧州の財政危機や信

用不安の長期化も影響して、厳しい事業環境となっております。

　中国を中心とした新興国におきましても、先進国経済の影響による輸出減や個人消費の低迷により成長率が鈍化

しており、厳しい状況が続いております。

　わが国経済におきましては、円安・株高が進んだことにより、民間需要に一部回復の兆しが見え、デフレ状態は

少しずつ解消されておりますが、依然として先行きの不透明感は強く、厳しい経済環境となっております。

　このような経済環境の中、当社グループが関連する業界におきましては、民生機器をはじめとした電子機器のデ

ジタル化の進展、地デジ対応需要の一巡などにより成熟化が進んでおります。また、企業の設備投資に対する姿勢

は依然として慎重であることから、電波関連機器、汎用計測機器で動きが見られたものの、主力のデジタル放送関

連で設備需要が停滞したことにより、売上はわずかに減少いたしました。

　以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は1,119百万円（前年同期比1.2％減）、経常損失289百万円

（前年同期は493百万円の経常損失）となりました。

　四半期純損失につきましては、希望退職者募集に伴う事業構造改善費用106百万円、固定資産の減損損失98百万

円を特別損失に計上した結果、462百万円（前年同期は497百万円の四半期純損失）となりました。

　セグメントの業績につきましては、当社グループの事業が電気計測器の開発と製造、販売を行う単一のセグメン

トであるため、記載を省略しております。

　これに代わる売上高の品目別内訳及び地域別内訳は次のとおりであります。

＜品目別内訳＞　

①　ビデオ関連機器

　放送関連設備は国内、海外ともに設備投資が先送りされました。

　また、民生設備関連も全般的に停滞して、売上は減少いたしました。

　この結果、売上高は763百万円（前年同期比4.2％減）となりました。

②　電波関連機器

　ＣＡＴＶデジタル放送対応の電界強度測定器に動きが見られ、売上は増加いたしました。

　この結果、売上高は141百万円（同5.3％増）となりました。

③　汎用計測機器

　全般的には設備投資の抑制により需要が停滞しておりますが、一部、ＣＤ／ＤＶＤ及びブルーレイディスク関

連のカーエレクトロニクス向けなどに動きが見られ、売上は増加いたしました。

　この結果、売上高は94百万円（同16.7％増）となりました。

④　その他

　修理・部品等であり、特記すべき事項はありません。

　この結果、売上高は120百万円（同0.0％増）となりました。
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＜地域別内訳＞

①　日本 

　日本国内におきましては、円安・株高が進んだことにより、民間需要に一部回復の兆しが見え、デフレ状態は

少しずつ解消されておりますが、依然として先行きの不透明感は強く、厳しい経済環境となっております。

　このような状況の中、当社グループが関連する業界におきましては、ビデオ関連機器の需要は減少したもの

の、電波関連機器、ＣＤ／ＤＶＤ及びブルーレイディスク関連などに動きが見られ、売上は増加いたしました。

　この結果、売上高は708百万円（同9.2％増）となりました。

②　北米・中南米　 

　主力の放送関連におきましては、米国、南米及びその他の地域におきましても、企業における設備投資に対す

る姿勢は慎重であり、売上は減少いたしました。

　この結果、売上高は249百万円（同10.3％減）となりました。

③　アジア

　アジアにおきましては、放送関連設備の需要が停滞したことにより、売上は減少いたしました。

　この結果、売上高は130百万円（同17.4％減）となりました。

④　その他

　欧州における財政危機や信用不安の長期化により設備投資が停滞し、売上は減少いたしました。

　この結果、売上高は31百万円（同34.4％減）となりました。

(2）キャッシュ・フロー

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比

べ168百万円増加して、373百万円となりました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果使用した資金は122百万円（前年同期は436百万円の使用）となりました。

　これは主に税金等調整前四半期純損失455百万円による資金の減少があったことなどによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果得られた資金は317百万円（前年同期は23百万円の使用）となりました。

　これは主に投資有価証券の売却による収入191百万円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は42百万円（前年同期比54.4％減）となりました。

　これは主に長期借入金の返済による支出40百万円によるものであります。

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(4）研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、202百万円であります。

　なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 12,010,434

計 12,010,434

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）

(平成25年９月30日)

提出日現在発行数（株）
(平成25年11月13日)

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 4,191,801 4,191,801

東京証券取引所　

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）　

　単元株式数

1,000株　

計 4,191,801 4,191,801 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。　

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成25年７月１日～

平成25年９月30日　
－ 4,191,801 － 1,163,233 － 1,272,297
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（６）【大株主の状況】

 平成25年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

大松　道子 東京都世田谷区　 623 14.86

大松　正明 東京都世田谷区　 566 13.50

後藤　明子 東京都目黒区　 559 13.33

リーダー電子取引先持株会
神奈川県横浜市港北区綱島東二丁目６番33

号　
262 6.25

第一商事株式会社
神奈川県横浜市西区みなとみらい二丁目２

番１号
90 2.15

牧村　信一 東京都府中市 90 2.14

日本電計株式会社 東京都台東区上野五丁目14番12号 84 2.00

阪田　和弘 鳥取県鳥取市 83 1.98

リーダー電子社員持株会
神奈川県横浜市港北区綱島東二丁目６番33

号
77 1.85

歌川　勝久 東京都小金井市 72 1.71

計 － 2,507 59.81
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成25年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
普通株式     31,000

　
－ －

完全議決権株式（その他）
普通株式  4,131,000

　　
4,131 －

単元未満株式
普通株式     29,801

　
－ －

発行済株式総数 4,191,801 － －

総株主の議決権 － 4,131 －

　

②【自己株式等】

 平成25年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

リーダー電子株式会社
横浜市港北区綱島東

二丁目６番33号
31,000 － 31,000 0.73

計 － 31,000 － 31,000 0.73

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。 
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成25年７月１日から平

成25年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 965,302 1,033,778

受取手形及び売掛金 557,008 511,848

商品及び製品 281,805 210,445

仕掛品 243,125 213,943

原材料及び貯蔵品 324,415 265,607

未収還付法人税等 830 －

その他 37,568 53,372

貸倒引当金 △559 △592

流動資産合計 2,409,498 2,288,402

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 850,941 817,960

土地 763,788 682,372

その他（純額） 59,329 46,322

有形固定資産合計 1,674,059 1,546,654

無形固定資産 107,220 85,596

投資その他の資産

投資有価証券 350,173 155,240

生命保険積立金 107,073 96,199

その他 17,201 17,971

貸倒引当金 △2,009 △2,009

投資その他の資産合計 472,439 267,401

固定資産合計 2,253,719 1,899,652

資産合計 4,663,217 4,188,055
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 236,907 168,037

短期借入金 60,000 20,000

未払法人税等 9,421 14,422

その他 155,666 444,720

流動負債合計 461,995 647,181

固定負債

繰延税金負債 41,006 32,756

退職給付引当金 833,477 637,652

その他 44,421 36,166

固定負債合計 918,904 706,575

負債合計 1,380,900 1,353,756

純資産の部

株主資本

資本金 1,163,233 1,163,233

資本剰余金 1,272,297 1,272,297

利益剰余金 1,033,865 571,723

自己株式 △33,157 △33,274

株主資本合計 3,436,238 2,973,979

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 68,744 53,067

為替換算調整勘定 △222,665 △192,748

その他の包括利益累計額合計 △153,920 △139,680

純資産合計 3,282,317 2,834,298

負債純資産合計 4,663,217 4,188,055
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

売上高 1,132,770 1,119,598

売上原価 722,504 660,420

売上総利益 410,265 459,178

販売費及び一般管理費
※ 934,313 ※ 767,821

営業損失（△） △524,048 △308,643

営業外収益

受取利息 816 146

受取配当金 3,289 3,803

受取家賃 2,508 2,484

為替差益 － 1,454

助成金収入 28,234 9,911

貸倒引当金戻入額 － 37

その他 5,911 3,444

営業外収益合計 40,759 21,283

営業外費用

支払利息 1,909 721

為替差損 7,506 －

その他 716 1,036

営業外費用合計 10,132 1,758

経常損失（△） △493,420 △289,117

特別利益

固定資産売却益 － 18,749

投資有価証券売却益 － 20,857

特別利益合計 － 39,606

特別損失

固定資産除却損 175 1,436

減損損失 － 98,804

事業構造改善費用 － 106,119

特別損失合計 175 206,360

税金等調整前四半期純損失（△） △493,596 △455,871

法人税、住民税及び事業税 3,511 6,271

法人税等合計 3,511 6,271

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △497,108 △462,142

四半期純損失（△） △497,108 △462,142
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △497,108 △462,142

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △14,364 △15,677

為替換算調整勘定 4,633 29,917

その他の包括利益合計 △9,730 14,240

四半期包括利益 △506,839 △447,902

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △506,839 △447,902

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △493,596 △455,871

減価償却費 79,373 55,063

減損損失 － 98,804

退職給付引当金の増減額（△は減少） △18,941 △195,824

賞与引当金の増減額（△は減少） △36,814 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,087 △37

受取利息及び受取配当金 △4,105 △3,950

支払利息 1,909 721

為替差損益（△は益） 162 △130

事業構造改善費用 － 106,119

投資有価証券売却損益（△は益） － △20,857

固定資産売却損益（△は益） － △18,749

固定資産除却損 175 1,436

売上債権の増減額（△は増加） 228,648 49,928

たな卸資産の増減額（△は増加） △34,864 177,589

仕入債務の増減額（△は減少） △121,285 △68,975

その他の流動負債の増減額（△は減少） △31,203 180,700

その他 △1,532 △25,385

小計 △430,988 △119,417

利息及び配当金の受取額 4,105 3,968

利息の支払額 △1,859 △658

法人税等の支払額 △7,758 △6,702

営業活動によるキャッシュ・フロー △436,501 △122,809

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の払戻による収入 2,702 100,130

有形固定資産の取得による支出 △17,683 △12,283

有形固定資産の売却による収入 － 26,464

無形固定資産の取得による支出 △4,790 △1,714

投資有価証券の取得による支出 △299 △319

投資有価証券の売却による収入 － 191,747

貸付けによる支出 △2,340 △920

貸付金の回収による収入 2,641 3,915

保険積立金の解約による収入 － 15,214

その他 △4,056 △4,404

投資活動によるキャッシュ・フロー △23,825 317,832

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △10,000 －

リース債務の返済による支出 △8,930 △2,006

長期借入金の返済による支出 △40,000 △40,000

自己株式の取得による支出 △202 △116

配当金の支払額 △33,297 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △92,430 △42,123

現金及び現金同等物に係る換算差額 538 15,575

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △552,219 168,475

現金及び現金同等物の期首残高 687,330 205,302

EDINET提出書類

リーダー電子株式会社(E02005)

四半期報告書

14/19



現金及び現金同等物の四半期末残高
※ 135,110 ※ 373,778
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【注記事項】

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日）

給料 269,355千円 237,857千円

賞与引当金繰入額 15,126 －

退職給付費用 32,908 30,178

研究開発費 355,000 221,864

貸倒引当金繰入額 1,087 －

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日）

現金及び預金勘定 1,674,146千円 1,033,778千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △1,539,035 △660,000

現金及び現金同等物 135,110 373,778

　 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年９月30日）

配当に関する事項

　配当金支払額

 

　
　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成24年６月28日

定時株主総会
普通株式 33,297 8  平成24年３月31日  平成24年６月29日 利益剰余金

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年９月30日）

配当に関する事項

　配当金支払額

　該当事項はありません。 
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　　前第２四半期連結累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間

（自平成25年４月１日　至平成25年９月30日）

　当社グループの事業は電気計測器の開発と製造、販売を行う単一のセグメントであるため、記載を省略し

ております。

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額 119円45銭 111円07銭

（算定上の基礎）   

四半期純損失金額（千円） 497,108 462,142

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失金額（千円） 497,108 462,142

普通株式の期中平均株式数（千株） 4,161 4,160

（注）  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株式

が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

当社は、平成25年10月18日開催の取締役会において、下記の通り固定資産の譲渡を決議いたしました。

１．譲渡の理由

当社が所有する固定資産の見直しを実施し、経営資源の有効活用を図るため、譲渡することといたしまし

た。

　

２．譲渡資産の内容

資産の名称及び所在地 帳簿価額 譲渡価額 現況

　神奈川県横浜市港北区綱島東六丁目11番28号

　建物（2,031㎡）及び

　土地（1,616.88㎡）

492百万円 701百万円 工場

　

３．譲渡先の名称

　ナイスエスト株式会社

　

４．譲渡の日程　

　取締役会決議　　平成25年10月18日

　契約締結　　　　平成25年10月25日

　物件引渡日　　　平成25年12月（予定）　

　

５．当該事象の連結損益に与える影響額

当該固定資産の譲渡に伴う固定資産売却益約187百万円につきましては、平成26年３月期第３四半期連結決算

において特別利益として計上する見込みであります。

　

２【その他】

　該当事項はありません。 
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

平成25年11月13日

リーダー電子株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 千頭　　力　　印 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 月本　洋一　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているリーダー電子株

式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成25年７月１日から

平成25年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年９月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、リーダー電子株式会社及び連結子会社の平成25年９月30日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

　（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。
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